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◎『すべて神の御 霊 に導かれる者は、神の子供である。』(ロマ書第８章14節)
みたま

新『教会通信』（2024年1月)
☆(聖書に今日を聞く)☆ 伊豆イエス之御霊教会

み ふ み

牧師 三崎 紘

伊東市十足324-37

TEL 0557-45-3692

FAX 0557-45-7081

http://izukogen.wonderful.to

ハレルヤ！

天地の創造主・唯一大能の神・主イエス様の聖名を崇めまして心よりの感謝と讃美をお献
み な

げ致します。

新年明けまして御目出度うございます。

動乱時代の新たなる幕が上がったとも取れる世相の中で、“目出度い”との御挨拶が相応
ふ さ わ

しいかとの自問もありますが、“我らの内なる人は日々に新たなり”(コリント後書第4章16
じ も ん あら

節)との聖言に従いまして、私達も内住の主イエス様を崇めまして此の新年を 寿 ぎて善きス
みことば ことほ

タートと致して参りたいと存じます。

新年に相応しき聖言を、との想いからあれこれ考えますが、頭の中はむしろ初歩的かつ基
みことば

本的な聖言ばかりが想い浮かんで参ります。
みことば

◎『いま生まれし嬰児の如く霊の 眞 の乳を慕え、
みどりご まこと した

之により育ちて救いに至らん為なり。』
これ

(ペテロ前書第2章2節)

私たち信者と言えども、社会一般の経験値と同様に、信仰生活に日を重ねて参りますと、

ついつい知ったか振りの上に胡座を描いた傲慢な思い上がりの態度を取って仕舞いがちであ
ぶ あ ぐ ら か ごうまん

ります。

しかし信仰生活とは、全てをお見通しの主イエス様の深きご慈愛と御憐憫の許、その先導
じ あ い おんあわれみ もと

に従い一体と成っての生活であります。

私たちの信仰生活の評価は神様が為さいます。
な

主イエス様の霊即ち聖霊様が、私たちの信仰生活の生育に必要な栄養と智慧と気力とを充
せいれい

実させて下さいます。

眞の信仰生活に欠かす事の出来ないのが、内住し給う聖霊様の御働きであり、その聖霊様

の御働きをお慕いし求めて行くことが私たちの信仰姿勢の基本であります。

マタイ傳第18章1節からの聖言に於いて、主イエス様に向かって弟子達は、こう質問をし
みことば

ました。

◎『天国にて大いなるは誰か？』 天国に於いて一番尊い人は誰ですか？と聞かれた主イ

エス様は、近くに居た幼児を呼んで弟子達の中に置いて
おさなご

◎『まことに汝らに告ぐ、もし汝ら 飜 へりて幼児の如くならずば、天国に入るを得じ。
ひるが おさなご い
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されば誰にても此の幼児の如く 己 を卑うする者は、これ天国にて大いなる者なり。』
おさなご おのれ ひく

(3節4節)

主イエス様はその幼児を示されて、“貴方方は自らを 顧 みて、此の幼児のように成らな
おさなご あ な た かえり おさなご

ければ天国には入ることが出来ない”と 仰 いました。
おつしや

どう言う意味でありましょうか？

幼児は、何事も大人のように偉そうに知ったか振りを致しません。
おさなご お と な えら ぶ

教える側の大人の言う事を、しっかりと吸収しようと耳を 傾 ける事によって成人したる
がわ かたむ

大人と成って参ります。

此処で世間で言う処の“謙虚”と言う言葉を当て嵌めるには 些 か温度差が感じられます
けんきよ は いささ

が、主イエス様が 仰 っておられるのは、間違い無く“謙虚であれ”“謙遜であれ”と言っ
おつしや けんきよ けんそん

ておられるのであります。

“謙遜”の振り(仕草)をするのでは無く、真実、神様の 仰 る聖言の前に 遜 りなさいと
けんそん し ぐ さ おつしや みことば へりくだ

言われます。

世間の所謂自称クリスチャンの多くは、聖書に示された総ての真理を把握し自分の生活に
いわゆる は あ く

反映させているとの思い込みに満足しているに過ぎず、神様のお立場からして、あまりもの

軽薄な信仰態度に警告を発しておられるのです。
けいはく

増して此の質問は、主のお弟子達である事に注目致さねばなりません。

旧約聖書イザヤ書第29章13節にこうあります。

◎『主言い給わく 此の民は口をもて我に近付き口唇をもて
たま くちびる

我を 敬 えども その心は我に遠離れり
うやま とおざか

その我を 畏 みおそるゝは人の誡命によりて教えられしのみ』
かしこ いましめ

上記のイザヤ書ばかりでは無く旧・新約聖書の多くの箇所に、神様が此の地球を一度大改
ひとたび

革をなされる日、つまりご再臨の日以前の日々(今日はその中に在る)の様子に付いて記され
こんにち

ております。

上記にて神様が申しておられるのは、聖言の総ての事柄を網羅し尽くした態度を以て神様
みことば も う ら

に近付いたつもりで、口先では 敬 っているように振る舞っているが、その実、その者の心
うやま

は神様から遠く離れたものであり、如何にも神様を畏れ 敬 っているように 装 ってはいるも
い か おそ うやま よそお

のの、それは世俗的な人々から教わった常識に従っているに過ぎず、神様の御心とは無縁な

遠く離れたものである、と 仰 います。
おつしや

現代の諸教会に付いて、もう少し深く探って参ります。
さぐ

同じイザヤ書第29章9節に 遡 ります。
さかのぼ

◎『汝ら躊躇え而して驚かん 汝ら欲しいままにせよ
た め ら しか

而して目くらまん 彼らは酔えりされど酒の故にあらず
しか

彼らはよろめけりされど濃き酒の故にあらず
こ

そはヱホバ昏睡の霊を彼らの上に注ぎ 而して汝らの目を閉じ
う ま い そそ しか

汝らの面を覆い給えり その目は預言者その顔は先知者なり』
かお おお せん ち し や

お前達、一旦立ち止まって考えてみよ、驚く事が起こっているのだ。

お前達は、やりたい放題にして居たらよい。目が眩んで来るだろう。
くら
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お前達は酔っている、だが酒に酔っているのでは無い。

お前達はちゃんと立っている事も出来ない、でも濃い酒の所為ではない。
こ せ い

神様が深く眠る霊をお前達の上に注いでおられるからだ。
そそ

だからお前達の目は見えなくなり、顔も覆われているのだ。
おお

神様が、目が見えなくして顔を覆って何も解らなくしている者達とは、その群の預言者で

あり先知者であり、つまり現代、諸キリスト教会のリーダー的立場にある者達を指しておら

れます。

◎『かかるが故に全ての黙示は汝らには封じたる書の言葉の如くなり
も く し ふみ

文字知れる人に渡して請う此を読めと言わんに答えて
こ

封じたるが故に読むこと能わずと言わん
あた

また文字知らぬ人に渡して請う此を読めと言わんに
こ

答えて文字を知らざるなりと言わん』

(イザヤ書第29章11,12節)

昨年暮れの当通信315号誌に記しました如く、末の日には

◎『多くの者わが名を冒し来たり、
おか

我はキリストなりと言いて多くの人を惑わさん』(マタイ24章5節) とありました
まど

ように、末の時代に入っている現代、聖書の総てを神様からのメッセージとして素直に受け

止めようとしない教会が数多出現し、それぞれが人間(肉)的解釈にて教理神学を掲げる教会
あ ま た かか

で溢れております。
あふ

つまり神様のお怒りがその指導者達の上に注がれて、神様の霊に依って記された聖句は丸
そそ

で封じられた書の如くに意味不明のものとなり、その為に、文章に詳しい人に“読んで意味
ふみ

を説明してくれ”と求めても、その者は、“封じられた文章だからちんぷんかんぷんで全く

解らない”と言うし、また文字に詳しくない人に“読んでくれ”と頼んでも、“文字を知ら

ないから読めません”との言葉が返って来るだけ……

同じ聖書なのです。どうしてなのか？

私たちは天地創造の神様、 贖 い主であられる主イエス様の霊、聖霊様・御霊様とお呼び
あがな

する霊を崇める教会であります。

現代、主イエス様は、初代教会時代から長らく降臨しなくなっていた御霊様を再び求める
み た ま

者には豊かに与えると 仰 って、我ら神様の子供達を豊かにお恵み下さっておられます。
おつしや

ロマ書第8章9節

◎『キリストの御霊なき者はキリストに属する者にあらず』
み た ま

これ程明確に記された聖言でありながら、多くの教会では御霊を求めようとはしませんし、
みことば

また御霊の執り成し(ロマ8:27)を以て祈らされる霊言(異言)での祈祷をする教会も 殆 どあ
と おいのり ほとん

りません。

さて、 真 の教会に付いて触れて参りましたが、その中に在る私たちが大いに気を付けな
まこと

ければならない問題がある事も学んで参りました。

神様の御前に“謙遜”“謙虚”になることであります。
み ま え けんそん けんきよ
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此の年頭に当たり、私たちは次の聖言に真心を込めて拝読をし、そして其の内容に、“謙虚”
みことば けんきよ

に向き合って行かねばなりません。

◎『汝らの身は、その内にある神より受けたる聖霊の宮にして、

汝らは 己 の者にあらざるを知らぬか。
おのれ

汝らは 価 をもて買われたる者なり、
あたい

然らばその身をもて神の栄光を 顕 せ。』
さ あらわ

(コリント前書第6章19,20節)

世の中は確かに混沌としておりますが、今後どのような気候情況や国対国の戦闘状況が起
こんとん

こって来るか解らない中での新年の始まりであります。

主イエス様の十字架という大きな御業に依って開かれた【水と霊】の御救いに 与 ってい
み わ ざ み すく あずか

る私たちに向かって 仰 っておられます上記の聖言であります。
おつしや みことば

【水と霊】の御救いに 与 っている私達一人びとりが如何に幸いな身分であるか、人生に
み あずか

おける悩みや苦しみを始め諸々の問題もその都度、主イエス様の聖名に依ってお祈りをお献
もろもろ つ ど み な

げする毎に、 徴 ・不思議・奇蹟を以て聴き応えられている生活の中に在り、更には、永遠
ごと しるし もつ こた とこしえ

の生命が与えられているという平安の保証の中に置かれている私達であります。
い の ち

そんな私達に向かって聖書(神様の聖言)はこう語っておられます。
みことば

※『貴方方の身体は、その中に宿っておられる神様の霊 即 ち聖霊様の宮であって、貴方
あ な た か ら だ すなわ みや あ な た

方自身の物では無い、と言う事を知らないのか！

貴方方は主イエス様があの十字架の 貴 くもお 労 しい代償を払ってまでして、サタン
あ な た とうと いたわ

から買われた(或いは買い戻された)者なのです。

詰まる処、私たち一人びとりは、 貴 い主イエス・キリスト様のお生命が代価として
とうと い の ち

サタンに支払われて、買い戻された者たちなのであります。

此処で私達一人びとりがしっかりと心しなければならい事は、自分が救われたとは言

え、其の他大勢の者達の中の一人に過ぎない、等とは思ってはなりません。何故なら
など

ば、此の【水と霊】という御救いは、総ての人間が戴けるのでは無く、十字架にお架

かり下さった主イエス様の 仰 った聖言の一つ一つを信じて行う者のみが戴けるので
おつしや みことば

あり、其の上【水と霊】のみ救いに 与 れる異邦人の数は限定されている(ロマ11:25)
あずか

とあります。

主イエス様が 仰 っておられます。
おつしや

“然らばその身をもて神の栄光を 顕 せ”
さ あらわ

此の意味する処が理解出来るならば、貴方方の身体を以て神様のご栄光を 顕 す為に
あ な た か ら だ あらわ

心して働くべきであります。』

◎『先ず神の国と神の義とを求めよ』(マタイ6:33)との聖言に導かれて、あまりその後の
みことば

事などを考える事もなく【水と霊】のみ救いに 与 ったものの、ただ困った時の神頼みばか
あずか だの

りで、神様の御為に働く事など考えもしなかったと言うのでは、神様の子供には相応しくあ
おんため ふ さ わ

りません。
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◎『さらば兄弟(姉妹)よ、われ神の諸々の慈悲によりて汝らに勧む、
じ ひ すす

己が身を神の 悦 び給う潔き活ける供え物として献げよ、
おの よろこ きよ そな ささ

これ霊の 祭 なり。』
まつり

(ロマ書第12章1節)

※『…であるならば、兄弟・姉妹方よ、奥深き憐れみに富み給う神様の御慈悲に依ってお勧
あわ おん じ ひ すす

めをします。貴方の身体を神様のお 悦 びなさる潔き活ける供え物としてお献げしな
あ な た よろこ きよ い そな

さい。これは霊の祭りである』と 仰 っておられます。
おつしや

神様の意図なされる処、ご理解出来ましたか？
い と

“これ霊の 祭 ”とありますが、世間で言う処の祭りとは、その始まりは収穫祭などに見
まつり

られるように、自然界の恩恵によって与えられた物に対する自然界(やがて偶像がその対象
め ぐ み

となっている)への感謝の気持ちを表すものであり、一般に秋に行われるのが通例であります。

主イエス様と私たちとの信仰生活をしっかりと繋いで下さるのは、申すまでも無く“聖霊”
つな

様であられます。

私たちの身体の中には、主イエス様の霊が宿っております。

“神の 悦 び給う潔き活ける供え物として献げよ”、此処で言う供え物とは、特別の日に
よろこ きよ そな

特別の物を供えなさい、と 仰 っておられるのではありまりません。
そな おつしや

神様に依って特選の民(テトス2:14)として永世が与えられている事を始めとして、あらゆ
えいせい

る祝福が与えられている事への感謝の気持ちを,貴方の日常生活の全てを以て 顕 し、その為
あらわ

に労しなさいと 仰 います。
おつしや

神様の御為とは申せ、なかなか全身を 抛 ってお仕えすると言うのは、容易に出来る事で
おんため なげう つか

はありません。

しかし、聖言の文中に在りますように“神の諸々の慈悲によりて”とありますように、神
みことば じ ひ

様は我らの此の世の中での事情をご理解下さった上で申されておられますので、我らは

誠心誠意なすべき事を心懸けて、お祈りを御献げし神様とコンタクトを取りつゝ日々に前進
せいしんせいい こころが

して参りたいものです。

◎『ヱホバよ願わくは我が 終 と我が日の数の幾何なるとを
おわり いくばく

知らしめ給え 我が無情を知らしめ給え
はかなさ

視よ汝わがすべての日を一掌に過ぎ去らしめ給う
み つかのま

我がいのち主前にては無きに異ならず實に全ての人は
み まえ こと げ

皆その盛 時だにも空しからざるはなし』
さかりのとき むな

(詩篇第39篇4,5節)

※『神様、どうか私の人生の終わりの日迄の残りが何日あるのか教えて下さい。地上での

無意味な人生が後いくら有るのか知りたいのです。

神様は私の人生をアッと言う間に過ぎ去らせて仕舞われます。

私の生命は神様の御前には何らの意味も無いのです。
い の ち み ま え

正しく全ての人間は、その絶好調の時であっても、過ぎて仕舞えば空しかったとしか
まさ むな

思えません。』
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此処まで書き記して参りました時、１月１日元旦午後４時過ぎ、石川県能登半島にてマグ

ニチュード７.６、震度７の大きな地震が起こった事を知らされました。

テレビはお正月の娯楽番組で盛り上がっている筈でありますが、一変して一部の地方局を

除いて中央局は何処をクリックしても悲惨な地震に関わる内容ばかりとなっております。

その後、気を取り直して教会通信の執筆に取り掛かり一気に末筆まで記そうとしたのです

が、新年早々の悲惨な惨事に平静さを欠き其の儘手を休めておりました処、翌る日２日の夕
まま あく ふ つ か

刻、今度は羽田空港の旅客機の事故と新年早々の連続した大きな災い事を目の当たりにし、
ま

神様の御前にお祈りを新たにさせて頂きました。
み ま え

此の新年は、昨年に続いて波乱の年となるのでありましょうか？

例えそうであったとしても、私達には天地創造の神様が後ろ盾として付いておられますか
だて

ら安寧の内に日々を重ねる事が出来ます。ハレルヤ！
あんねい

主イエス様の御栄光の中を歩ませて戴きましょう。

◎『汝に選ばれ汝に近付けられて大庭に住まう者は幸いなり

我ら汝の家なんじの宮の潔き処の恵みにて飽くことを得ん』
きよ あ

(詩篇第65篇4節)

※『神様の御愛の中に在って“世の 創 の前より選ばれ”(エペソ1:4)ている我らは、その
はじめ さき

信仰の中に善き薫陶を戴き、いよいよ神様に近付けられております。誠にまことに主
くんとう

イエス様の御住まいであられる大庭に御一緒出来る我らは幸せ者であります。
み す

主イエス様、貴方様の御住まいに於かれて貴方様と共に生活する私達の何と幸せな
あ な た み す お

事でありましょうか。祝福の御手に在って唯々感謝ばかりであります。』

◎『人の世にあるは影に異ならずその思い悩む事は空しからざるなし
かげ こと むな

その積み 蓄 うる物は誰が手に納まるを知らず』
たくわ た おさ

(詩篇第3章6節)

※『人間の霊魂は永遠に生きるものとして神様がお創りになられました。此の地上に在る
たましい とこしえ つく

のは長生きしても僅か百年。永遠から見ればほんの短い期間に過ぎず、此の地上での
わず

生活は仮の住まいにしか過ぎません。

地上での出来事に右往左往する人生に大きな意味はありません。悩み・苦しみ・痛

みの繰り返しであったとしても、それは人類の神様への反抗に対する見せしめでもあ

ります。

人類は皆、代々創造主であられる眞の神様に逆らって生きて来ました。

人は皆、此の世に在る限り、生きていく上で種々の苦労を味あわねばなりません。
しゆ じゆ

それを苦労と表現するする者もおりましょうし、努力と 表 する者もおりましょう。
ひよう

その為に複数の人間が寄れば、必ず其処に優劣が生じます。その行き着く先は、貧富

の差であり其処には権力が生じます。

此の地での生活面しか想像が届かない者達に取って、一番大切な物は、現代ではお

金であります。人々が目論んだ金品の全ては、その者の死後、誰の手に納まるのか。
もく ろ
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遺産相続と言う人間の智慧が解決しているかに思えますが、他人を他人とも思わず
ひ と ひ と

蹴散らし踏み散らして努力して来たその当人の霊魂は、一体どう成るのでありましょ
け ち たましい

うか？』

神様は、このように 仰 っておられます。
おつしや

◎『愚かなる者は心のうちに神なしと言えり

彼らは腐れたり彼らは憎むべき不義を行えり善を行う者なし』
くさ にく ふ ぎ

(詩篇第53篇1節)

※『此の世の多くの者は、聖書に記された神様は存在しないと心に思っている愚か者であ

ります。彼らは、神様が始めにお創りになられた人間とは似ても似付かぬ、自身の欲
つく よく

得に終始する挙げ句、腐り切ったものと化しており、神様の御目からご覧になられて
とく お ん め

憎むべき事・不義なる事ばかりを行う者達である。』

しかし、こう 仰 っておられる神様であられますが、だからと言って、主イエス様を唯一
おつしや

の神様として信ずる私達が神様を信じない人々に対して優越感に浸って良いかと言えば、NO,
ひた

であります。

主イエス様は此の地上にお見えになられた時、此の様に 仰 いました。
おつしや

◎『我は正しき者を招かんとにあらで、罪人を招かんとて来たれり』
つみびと

(マタイ傳第9章13節)

罪を犯した事の無い人間は一人もおりません。

斯く言う下僕も、長い間、神様の聖言を知ったか振りをしていながら、全く従うことの出
か し も べ みことば ぶ

来ない者でありました。

そんな下僕に神様は常に御愛の御手を伸べていて下さっていた事を、八十路の半ばに達し
し も べ や そ じ

た今日やっと気が付くという虚け者であります。
こんにち うつ

しかし其の事に気付いたからと言って、これで終わりかと言えば決して差には非ず、信仰
さ あら

は日々に新たなるものであり、自らの心 中での戦いであります。地上での使命が終わった
しんちゆう

日か、空中再臨(テサロニケ前書4:17)の折、空中へ主イエス様の御許へと携挙される日まで、
み も と けいきよ

我らの信仰はそれぞれの胸 中で激しく正義と不義との戦いがあります。
きようちゆう

私達を永遠の御国へと救って下さる為に、十字架に御架かり下さった主イエス様に心から

の感謝を常に御献げして、又その御憐憫にお縋りし 遜 って我ら一人びとりの戦いに勝利出
おん あわれみ すが へりくだ

来るように祈って参りましょう。

主イエス様の御栄光、御霊様の諸教会の上に在れ！ ハレルヤ！

主イエス様の御栄光、御霊様の信者方の上に在れ！ ハレルヤ！

(２０２４．１．３ 伊豆イエス之御霊教会 牧師 三﨑 紘 文責 )


